宗教法人吸収合併登記申請について
〔１号〕　合併する法人の立場より

・ 合併登記申請書
１　通

・ 合併認証書の謄本
１　通

・ 教会規則の謄本
２　通

・ 消滅する宗教法人の登記簿謄本
１　通

　　　　　　　　　（登記事項証明書）

・ 委任状
１　通

〔２号〕　合併される法人の立場より

・ 解散登記申請書

・ 法務局名は合併される法人の法務局名
１　通

宗教法人合併登記後の届出について

・ 宗教法人合併届　（知事宛）

・ 宗教法人解散届　（知事宛）

・ 登記完了届　（表統領宛）
	〔留意事項〕

１．　登記申請の上での申請人（代表役員）は、すべて存続する法人の代表役員名になります。

２．　登記申請書への捺印について、代表役員本人が登記申請する場合は、代表役員が捺印します。

　　　代理人が申請する場合は委任状を提出し、申請書の捺印及び各書類写しの原本証明は代理人のみがすることになります。

３．　登記申請に添付する認証申請一件書類の中で、写となっているものについては、原本の提示を求められますので、申請の際にお持ち下さい。


　登記完了の際には必ず原本を返してもらって下さい。（原本還付）
４．　合併登記申請・解散登記申請の両方とも存続する法人の所在する法務局へ提出します。（法務局が異なる場合は、提出された法務局が解散する法人の所在する法務局へ書類をまわしてくれます）

５．　同一県内の場合、法人の謄本（登記事項証明書）は不要なところもあります。
６．　登記完了後、所轄庁へ登記完了の届を提出しますが、通常は、宗教法人合併届・解散届の両方とも存続する法人名で所轄庁へ提出します。（県をまたがる場合は、それぞれの所轄庁へ存続する法人名で提出することになります）

　　　以上、法務局並びに所轄庁によって、多少取り扱いが異なる場合がありますので、申請にあたっては、教務支庁と相談の上お進め下さるようお願いいたします。




